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令和 8 年度予算

※１万円未満切り捨て。各科目ごとの合計は、総合計及び他資料と一致しない。

■	三寒四温。鹿追の「三寒」はまだ厳しいですが、日差しのぬくもりに春を感じます。
服装選びに悩みつつ、春本番を待つ今日この頃です。つぶやき

令和 8 年度予算

「鹿追型ゼロカーボンシティ」「鹿追型ゼロカーボンシティ」
実現実現にに向向けけ発進発進

新年度の新年度の
主な取り組み主な取り組み

一 般 会 計 予 算一 般 会 計 予 算

一般会計当初予算と人口の推移

歳　　出歳　　出
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予算審査特別委員会で開会のあいさつを行う清水浩徳委員長予算審査特別委員会で開会のあいさつを行う清水浩徳委員長
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主要事業 PICKUP

■ 子供の引っ越しで札幌へ。高速道路、ひたすら対面通行がつらい。
４車線化は 2034年完成だとか？つぶやき

令和令和 88 年度年度のの主主 なな事事

鹿追創生アカデミア
プロジェクト事業

680 万円
教育施策を統合的に進める専門人材を配
置し、町の教育ビジョン策定・教育
移住推進等を行う。

新規

1 億 8564 万円

2 億 2700 万円

介護予防センター
トイレ改修事業

550 万円
指定避難所である介護予防センターのト
イレを改修し、避難所環境の改善を図
る。

新規

主要事業 PICKUP

瓜幕エリア自然体験留学
センター新設等事業

6 億 8046 万円
瓜幕自然体験留学センターを新築・移転
する。また、太陽光発電と自営線活用で
瓜幕地区の脱炭素化を推進する。

継続

道営土地改良事業

5840 万円
美蔓高台地区・瓜幕地区の測量等を実施
する。新たに笹川地区及び中鹿追地区の
整備事業を実施する。

継続

新規

新規 新規

物価高騰対策事業

5557 万円
物価高騰対策として、商品券発行・水道
基本料金負担軽減・農業者及び商工業者
への支援を実施する。

新規

鹿追中学校 
バリアフリー化改修事業

1 億 5000 万円
鹿追中学校にエレベーター設置及びトイ
レのバリアフリー化工事を実施する。

継続

コンビニ交付導入事業

956 万円
マイナンバーカードを利用し、住民票の
写し・印鑑証明書・税証明書をコンビニ
で取得できるシステムを導入する。

新規

540 万円

1047 万円

業業 をを

533 万円

1875 万円

公民館他冷房設備整備事業

鹿追高校シェアハウス外構緑化整備
2600 万円

1 億 686 万円

患者輸送・スクールバス整備事業

新中間処理施設整備負担事業
有害鳥獣駆除対策事業

チョウザメ養殖・加工販売事業

道路新設改良事業

鹿追地区処理施設更新他（下水道事業）

PICKPICKUPUP

不登校支援事業

1220 万円
不登校児童生徒が増加傾向にある中、多
様なニーズに対応するため支援員を増員
し、教育支援センターの体制を強化する。

水道スマートメーター
整備事業
5375 万円

水道を使用する全戸に自動検針用端末を
設置し、漏水の早期発見、料金のWeb
通知等により住民の利便性向上を図る。

一般・簡易水道事業会計

保育園留学事業

2665 万円
町外の子どもがこども園等に通いながら
家族で地域に滞在する体験を通じ、関	
係人口創出と地域経済活性化を図る。

緊急銃猟対応用
無人航空機整備事業

141 万円
赤外線・サーモセンサーを搭載した緊急
銃猟対応用ドローンを導入し、茂み等に
潜む熊にも対応する。

新規
･継続 役場周辺エリア

ＺＥＣ化改修等事業
19 億 2843 万円

町民ホール・トリムセンター・神田日勝
記念美術館・健康温水プールの省エネル
ギー化改修工事を実施する。

継続

ゼロカーボンシティの推進
ＤＸ推進

まちづくり・関係人口の推進

教育支援農業振興

暮らし応援

防災・減災・国土強靱化

（総事業費 41億 575万円）
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第３バイオガスプラントの
今後の展開は。

A
環境保全センター環境保全センター

第３バイオガスプラント
今後の展開は

Ｑ

農 林 費

既存のプラントで水素事
業・グリーンＬＰＧ実証事
業を実施しており、事業者
2社と町の 3者で新規プラ
ント整備に関する基本合意
を締結した。基本計画は令
和 7年度末に策定予定であ
る。農家数減少により処理
量減少の可能性があり、事
業費・運営方法を検討の上、
令和 12年稼働を目指す。

算・ 質 疑算・ 質 疑

地域のつながり活動助成金
増加要因は

令和 6年度の実績は 12 件
82 万 8000 円、令和 7 年
度は9件55万2000円で、
今後 2〜 3件増える見込み
である。
令和 8年度は、より使いや
すい制度とするため、予算
を 150万円に増額した。

地域のつながり活動助成金
の予算が令和 6年度より大
幅に増えているが、要因は。

地域のつながり活動の様子地域のつながり活動の様子

予算審査特別委員会

その一部を要約してお知らせします。
計予算審査特別委員会（清水浩徳委員長）を設置し、計予算審査特別委員会（清水浩徳委員長）を設置し、

A

Ｑ

総 務 費

A

委託事業者との間で共有し
ている事業の方向性と具体
的な目標は。

教育を核とした持続可能な
まちづくりを方向性として
共有しており、令和 8年度
の目標として受入総数 18
人、宿泊総数 252 泊、経
済波及効果 168 万円を見
込んでいる。

SS ハウス等を利用し家族で滞在SS ハウス等を利用し家族で滞在

保育園留学事業の
方向性と目標は

Ｑ

総 務 費

A 成年後見支援センターは社
会福祉協議会に委託してい
る。
相談は増加しているが、専
門職後見人の不足と市民後
見人養成講座の受講者減少
が課題であり、近隣市町村
と連携し対応していく。

成年後見支援センターを運
営するうえでの課題は。

成年後見支援事業を社協で実施成年後見支援事業を社協で実施

成年後見支援センターの
運営課題は

Ｑ

民 生 費

T h e 予T h e 予
令和８年度の予算がどのように使われるか、各会令和８年度の予算がどのように使われるか、各会

■	まだ寒い日がありますが、春が近づいています。気持ちも前向
きにいきたいです！つぶやき

予算審査特別委員会

3 月 18 日に質疑と審査を行いました。3 月 18 日に質疑と審査を行いました。ここでは

A 事業内容は現在協議会で協
議中である。会員数が伸び
ず花苗の確保が困難なた
め、花市から花の特売への
変更を計画している。
専門員の助言を得ながら花
のまちづくりに力を入れて
いきたい。

花とみどり費の事業予算が
令和 7年度より減少してい
るが、変更した内容は。

令和 7 年度花市令和 7 年度花市

花とみどり費
予算変更内容は

Ｑ

土 木 費

鹿追高校への多面的な支援
が行われる中、中高一貫教
育の強みが生かしきれてい
ない。中学校と高校の連携
強化にどう取り組むか。

鹿追高校は連携型中高一貫
校として町が支援してい
る。一貫教育本来の目的が
薄れていたことを課題と認
識し、校長会議や幼小中高
一貫連絡会議を通じて連携
強化に取り組む。

A
中学・高校の連携強化が求められる中学・高校の連携強化が求められる

中高一貫教育
連携強化への取り組みは

Ｑ

教 育 費

A

生徒数確保等のため、鹿追
高校支援に多額の予算を投
じているが、出願者数が伸
びていない。この結果の分
析と今後に向けた対応は。
出願者数減の要因は、少子
化・私立高校の無償化・進
路の多様化と考える。道外
からの入学希望者は多い
が、現行制度では受入人数
に上限があるため、枠の拡
大を道教委に要請し、魅力
発信に取り組んでいく。

生徒確保のため整備された寄宿舎生徒確保のため整備された寄宿舎

鹿追高校出願者数
低迷の分析と対応は

Ｑ

教 育 費

令和８年度の国保病院運営
補助金が３億 3219 万円と
前年度比 4000 万円減だ
が、経営改善によるものか。
経営分析実施の考えは。
消耗品見直し、看護・看護
助手の体制整備、新たな事
業等を検討中である。
経営分析を令和 8年度に実
施し経営分析したい。

A

国民健康保険病院国民健康保険病院

国保病院の運営補助金

Ｑ

衛 生 費

予算委員会の質疑は、鹿追町議会
ホームページ「議会中継」の「過去
の中継」からご覧いただけます。

A

簡易・下水道事業ともに、
将来的に使用料収入のみで
施設等を更新することは難
しいのでは。料金改定を検
討しているか。

令和 7年度に経営戦略を策
定し、人口動向や施設更新
計画を考慮した財政シミュ
レーションを行っている。
料金改定は経営戦略の結果
を踏まえて検討し、まずは
経営の効率化に努める。

水道使用料金改定は水道使用料金改定は

上下水道料金改定の
検討状況は

Ｑ

水道事業会計

A

公共施設改修や鹿追高校に
関する事項等、町の重要な
方針が町民に伝わっていな
いのでは。長期的な広報戦
略が必要では。
広報・SNS 等を活用した
情報発信や広報紙での特集
等取り組んできたが、多様
な意見に耳を傾けながら、
長期的な視点での広報戦略
のあり方について内部で議
論していきたい。

長期的な広報戦略を長期的な広報戦略を

重要施策の町民への
情報発信と広報戦略は

Ｑ

総 括 質 議 商 工 費

A

Ｑ

ふるさと納税サイトふるさと納税サイト

ふるさと納税額が減少して
いるが、寄付増加に向けた
施策をどう進めるか。

ふるさと納税
減少への対応策は

ふるさと納税強化に向け、
地域おこし協力隊を配置し
事業者との連携を図ってき
た。令和 8年度からは地域
活性化起業人も加えたチー
ムを組み、町の魅力発信と
特産品の PR・販売促進を
一体的に推進していく。

A 財政調整基金は将来に備え
一定水準を維持している。
町債については交付税措置
のある有利な起債を活用し
ながら、償還負担を考慮し
た長期的な視点で財政運営
を行っていきたい。

財政調整基金が減らない一
方、町債は増加している。
起債が増えると将来的な負
担が増えるが、どのような
財政計画を立てているか。

健全な財政運営を健全な財政運営を

町債増加を踏まえた
財政計画は

Ｑ

歳　入
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臨時議会・定例議会
【
補
正
予
算
】

○
町
葬
執
行
経
費	

５
６
１
万
円

前
鹿
追
町
長
・
鹿
追
町
名
誉
町

民
で
あ
る
𠮷
田
弘
志
氏
が
令
和
７
年

12
月
28
日
に
逝
去
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
町
葬
に
係
る
経
費
を
計
上
し
、

町
民
ホ
ー
ル
に
て
執
り
行
っ
た
。

○
衆
議
院
議
員
選
挙
費	

８
８
２
万
円

令
和
８
年
２
月
８
日
に
執
行
さ
れ

た
衆
議
院
議
員
選
挙
の
関
連
経
費
を

計
上
し
た
。

○
町
道
除
雪
委
託
料

１
４
０
０
万
円

○
自
動
車
借
上
料	

１
０
０
万
円

町
道
の
除
雪
に
係
る
経
費
を
増
額

し
た
。

○
物
価
高
騰
対
応
商
品
券
発
行
事
業

	

５
１
２
１
万
円

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
町
民

の
家
計
負
担
軽
減
と
地
域
消
費
喚
起

の
た
め
、
全
町
民
に
対
し
１
人
１
万

円
分
の
町
内
限
定
商
品
券
を
配
布
す

る
。
配
布
は
令
和
８
年
６
月
１
日

配
布
は
令
和
８
年
６
月
１
日

か
ら
を
予
定
す
る
。

か
ら
を
予
定
す
る
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

○
水
道
基
本
料
金
負
担
軽
減
対
策
事

業	

１
７
１
７
万
円

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
令
和

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
令
和

７
年
７
年
1212
月
か
ら
令
和
８
年
５
月
ま

月
か
ら
令
和
８
年
５
月
ま

で
６
カ
月
分
の
水
道
基
本
料
金
を

で
６
カ
月
分
の
水
道
基
本
料
金
を

減
免
す
る
。
地
下
水
利
用
者
に
は

減
免
す
る
。
地
下
水
利
用
者
に
は

補
助
金
を
支
給
す
る
。

補
助
金
を
支
給
す
る
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

○
町
道
除
雪
委
託
料

２
３
０
０
万
円

○
自
動
車
・
機
械
等
借
上
料	

２
０
０
万
円

町
道
の
除
雪
に
係
る
経
費
を
増
額

し
た
。

1
月
臨
時
議
会

第
１
回
臨
時
議
会
が
１
月
26
日
に
、
第
１
回
定
例
議
会
が
３
月

10
日
か
ら
23
日
ま
で
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
０
９
８
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
88
億
３
８
３
３
万
円
と
し
た
。

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

■	東京では桜が満開。鹿追が桜満開の頃、物騒な事が終わってくれたらと
願うばかり。つぶやき

質

主

疑

な

（
青
砥
議
員
）

除
雪
委
託
料
を
専
決
処
分

で
増
額
し
、
臨
時
議
会
で

さ
ら
に
増
額
す
る
が
算
出
根
拠
は
。

Ｑ
専
決
処
分
の
額
は
本
臨
時

会
ま
で
の
必
要
額
で
あ

る
。
さ
ら
な
る
増
額
は
、
３
月
ま

で
の
支
出
見
込
み
額
を
過
去
３
年

間
の
平
均
に
よ
り
算
出
し
た
。

Ａ
商
品
券
の
使
用
期
限
が
活

き
生
き
商
品
券
及
び
令
和

７
年
12
月
実
施
の
商
品
券
事
業
と

重
複
し
、
町
民
が
消
費
し
き
れ
な

い
可
能
性
が
あ
る
。

適
切
に
執
行
す
る
た
め
、
国
の

補
助
金
を
全
額
繰
り
越
し
、
会
計

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ａ
（
山
口
議
員
）

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
商

品
券
を
配
布
す
る
が
、
令

和
７
年
度
中
に
実
施
せ
ず
、
令
和

８
年
度
に
繰
り
越
す
理
由
は
。

Ｑ 町
道
除
雪
委
託
料
算
出
根
拠

物
価
高
騰
対
応
商
品
券
配
布

○
地
域
保
育
所
条
例

認
定
こ
ど
も
園
と
同
様
に
、
一

時
保
育
の
受
け
入
れ
を
実
施
す
る
。

○
学
童
保
育
所
条
例

保
護
者
の
就
労
形
態
の
多
様
化

及
び
緊
急
的
な
保
育
ニ
ー
ズ
等
に
対

応
す
る
た
め
、
一
時
保
育
の
受
け
入

れ
を
実
施
す
る
。
保
育
料
は
１
人
に

つ
き
日
額
５
０
０
円
。

○
鹿
追
高
校
寄
宿
舎
設
置
条
例

鹿
追
高
校
寄
宿
舎
ペ
ン
ギ
ン
ハ

ウ
ス
の
空
き
部
屋
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
教
育
関
係
者
や
同
校
入
学
希

望
者
等
の
宿
泊
を
可
能
と
す
る
。

○
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

災
害
等
の
非
常
時
に
、
給
水
・

排
水
設
備
工
事
が
円
滑
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
、
他
の
市
町
村
長
が
指
定
し

た
事
業
者
に
よ
る
工
事
を
特
例
的
に

認
め
る
規
定
を
設
け
る
。

○
ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
ロ
ー
ル
ス
ク

リ
ー
ン
設
置
工
事	

89
万
円

日
射
に
よ
る
室
温
上
昇
を
抑
制

す
る
た
め
、
ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
ロ

ビ
ー
西
側
窓
に
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン

を
20
枚
設
置
す
る
。

○
町
立
病
院
運
営
費
補
助
金	

７
０
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
病
院
に
対
す
る

運
営
補
助
金
を
増
額
す
る
。

○
水
道
災
害
用
ポ
ン
プ
タ
ン
ク

セ
ッ
ト
購
入	

94
万
円

断
水
や
災
害
時
に
備
え
、
ポ
ン

プ
タ
ン
ク
セ
ッ
ト
を
２
セ
ッ
ト
購
入

す
る
。

３
月
定
例
議
会

※
専
決
処
分

緊
急
時
等
に
町
長
が
議
会
の
議
決
を
経
ず

に
意
思
決
定
す
る
制
度
。

新たに一時保育を行う新たに一時保育を行う
学童保育所学童保育所

ウリマックホールロビーにロールスクリーンを設置ウリマックホールロビーにロールスクリーンを設置

定例議会
○
有
害
鳥
獣
駆
除
捕
獲
委
託
料

１
１
９
万
円

○
有
害
鳥
獣
駆
除
残
滓
処
理
費82

万
円

ヒ
グ
マ
・
エ
ゾ
シ
カ
・
ア
ラ
イ

グ
マ
等
の
捕
獲
数
が
大
幅
に
増
加

し
た
た
め
、
駆
除
に
係
る
経
費
を
増

額
し
た
。

○
地
域
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業

補
助
金	

３
４
４
９
万
円

■請願第１号
◎件　　名　生産現場に寄り添った農業政策を求

める請願
◎請 願 者   鹿追町農民団体連絡協議会

会長　武藤 敦則
◎紹介議員　清水 浩徳・山口 優子
◎請願趣旨　
新たな食料・農業・農村基本計画と酪農及び肉

用牛生産の近代化方針が策定されたものの、畑作物

の直接支払交付金の算定方式では農業者の努力が交
付金の引き下げ要因となり、生産意欲を著しく損
なっている。酪農・畜産においても乳価上昇が所得
向上に結びつかず、飼料価格の高止まりによる経営
逼迫で離農が深刻化している。
農業の未来を守るため、コスト実態に即した交

付金算定方式の抜本的な改善と、持続可能な経営を
支える所得安定政策を講ずること。
◎意 見 書　関係大臣・衆参議院議長に送付。

択採を請願

（
答
弁
）
喜
井
町
長

昨
年
11
月
の
強
風
の
際
、

担
当
職
員
が
町
有
林
の
倒
木

被
害
を
確
認
し
、
迅
速
に
処

理
を
行
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
へ
の
影
響
は
処

理
を
終
え
て
お
り
、
近
隣
住

民
が
注
意
す
べ
き
点
は
現
時

点
に
お
い
て
特
に
な
い
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
や
災
害
防

止
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
風
倒
木
の
復
旧

に
も
活
用
可
能
と
考
え
る

が
、
本
町
は
「
み
ん
な
の
木

育
広
場
」
の
財
源
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

倒
木
の
処
理
方
法
や
木
材

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

３
月
16
日
、
３
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
っ
た
。

（
質
問
）

昨
年
11
月
１
日
、
急
速
に

発
達
し
た
強
風
に
よ
り
大
規

模
な
倒
木
が
発
生
し
、
東
瓜

幕
地
区
の
防
風
保
安
林
や
民

有
林
で
被
害
が
見
ら
れ
る
。

大
木
が
根
元
か
ら
倒
れ
た
現

場
を
見
る
と
強
風
の
猛
威
を

感
じ
る
。
倒
木
の
処
理
に
は

危
険
を
伴
い
、
費
用
と
時
間

を
要
す
る
。

被
害
の
実
態
と
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

倒
木
の
被
害
状
況
を
調
査

し
て
い
る
か
。

農
地
・
農
道
・
電
線
等
イ

ン
フ
ラ
へ
の
影
響
や
近
隣
住

民
が
注
意
す
べ
き
事
は
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
大
規

模
な
倒
木
被
害
の
処
理
や
復

旧
に
活
用
で
き
る
か
。

倒
木
の
処
理
方
法
や
木

質

主

疑

な

強
風
に
よ
る
倒
木
の
処
理
は

迅
速
な
対
応
に
よ
り処

理
を
完
了

倒木処理倒木処理
A Q

狩
かり

野
の

　正
まさ

雄
お

　議員

（
金
子
議
員
）

町
立
病
院
運
営
費
補
助
金

を
７
０
０
０
万
円
増
額
す

る
が
、
増
額
の
内
容
と
、
補
正
が

年
度
末
に
な
っ
た
理
由
は
。

Ｑ
患
者
数
減
少
や
診
療
報
酬

改
定
等
に
よ
る
収
入
減
に

加
え
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件

費
の
増
加
や
物
価
高
騰
・
各
種
修

繕
に
よ
り
経
費
が
増
加
し
た
。

経
営
改
善
に
取
り
組
み
回
復
傾

向
で
あ
っ
た
が
、
冬
期
に
修
繕
事

案
が
発
生
し
、
さ
ら
に
収
支
状
況

の
把
握
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、

本
定
例
会
で
の
補
正
と
な
っ
た
。

Ａ 町
立
病
院
補
助
金
増
額

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

主
な
条
例
改
正

主
な
条
例
改
正

活
用
に
関
す
る
情
報
共
有
に

つ
い
て
は
、
パ
ル
プ
材
と
し

て
活
用
で
き
る
場
合
も
あ
る

が
、
木
材
と
し
て
利
用
で
き

る
量
は
多
く
な
い
。
近
隣
自

治
体
も
同
様
で
あ
る
。

今
後
も
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
る
。

専
決
処
分

専
決
処
分
※

強風による倒木強風による倒木

材
と
し
て
の
活
用
法
に
つ
い

て
、
他
町
と
情
報
共
有
の
必

要
性
は
。
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令和 8年 3月 26日、農業委員会の菊池輝
夫会長、役員１人及び事務局１人との「まち
なか会議」を開催しました。
農業委員会から現状の課題として新規就農

が挙げられ、設備投資の負担（畑作で約 1億

円、酪農では数億円）が大きな障壁であり、
第三者継承や子弟就農支援、既存法人からの
独立など多角的な取り組みが続けられている
ものの、全国的にも思うような成果が出てい
ない等が報告されました。
また、農業委員のなり手不足や継続性、離

農による農地の担い手問題、将来を見据えた
スマート農業の活用、農業委員と議会の対話
機会の確保等も課題として挙げられました。
委員会では今回の意見交換を共通認識と

し、関係機関と連携して地域農業の持続的な
発展に取り組むとを確認しました。

一般質問まちなか会議

つぶやき ■	富山から音更に。国策のため開墾した音更を離れ鹿追で２度目開墾。	
鹿追に入植した歴史が面白い。図書館に行こう。

山
やま

口
ぐち

　優
ゆう

子
こ

　議員

（
答
弁
）
喜
井
町
長

本
町
に
は
、
先
人
が
築
き

上
げ
た
歴
史
を
物
語
る
写
真

や
文
書
、
記
録
が
数
多
く
存

在
す
る
。
こ
れ
ら
は
町
民
共

有
の
財
産
で
あ
り
、
整
理
・

保
存
し
、
光
を
当
て
る
こ
と

は
、
町
民
の
郷
土
へ
誇
り
と

愛
を
育
む
上
で
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。 

急
速
に
進
化
す
る
Ａ
Ｉ
を

は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技

Q

A

町の歴史的情報を
デジタル化しては

歴史・文化への
アクセス向上を図る

デ
ジ
タ
ル
化

デ
ジ
タ
ル
化

（
質
問
）

貴
重
な
写
真
・
文
書
・
記

録
等
の
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
保
存
・
公
開
す
る
手
法

と
し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
を
提
案
す
る
。

今
回
「
大
正
の
広
重
」
と

呼
ば
れ
た
絵
師
・
吉
田
初
三

貴重な情報をデジタルで後世へ貴重な情報をデジタルで後世へ

郎
の
鳥
ち
ょ
う
か
ん瞰
図ず

が
発
見
さ
れ
、

町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
歴
史
的
価

値
の
あ
る
も
の
に
光
を
当
て

保
存
し
公
開
す
る
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。

鹿
追
町
１
０
０
年
史
を
発

刊
し
な
い
が
、
70
年
史
以
降

の
歴
史
的
情
報
も
、
広
く
町

民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

町
の
歴
史
的
情
報
は
、
教

育
や
研
究
な
ど
へ
の
二
次
利

用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町
民
の

誇
り
に
も
つ
な
が
る
。

貴
重
な
財
産
を
保
存
し
、

公
開
す
る
こ
と
に
よ
る
意
義

は
大
き
い
と
考
え
る
が
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

公
共
交
通
は
重
要
な
生
活

基
盤
で
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
片
道
１・
５
㎞
以
上
な

ど
、
一
定
の
ル
ー
ル
で
運
用

し
て
い
る
。

建
設
水
道
課
で
一
元
的
に

車
両
管
理
・
運
行
管
理
を
行

い
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
運

営
管
理
規
則
を
明
文
化
し
、

黒
くろ

井
い

　敦
あつ

志
し

　議員

国民健康保険病院を出発する患者輸送バス国民健康保険病院を出発する患者輸送バス

（
答
弁
）
喜
井
町
長

各
課
の
専
門
性
に
よ
る
確

認
は
必
要
で
、
現
行
制
度
は

効
率
的
な
運
用
で
あ
る
。

一
方
で
改
善
の
余
地
も
認

識
し
て
お
り
、
運
用
の
あ
り

方
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に

つ
い
て
は
今
後
も
検
討
を
進

め
て
い
く
。

町
バ
ス
を
使
い
や
す
く

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
検
討
を

今
後
も
検
討
を
進
め
る

町バス運用町バス運用
A Q

（
質
問
）

町
の
バ
ス
（
ス
ク
ー
ル
・

患
者
輸
送
・
福
祉
等
）
は
目

的
別
に
分
か
れ
、
申
請
方
法

や
優
先
順
位
が
分
か
り
づ
ら

い
。
町
民
目
線
で
の
整
理
と

一
元
管
理
に
よ
り
、
分
か
り

や
す
く
使
い
や
す
い
運
用
へ

の
改
善
を
求
め
る
。

併
せ
て
人
口
減
少
や
高
齢

化
を
見
据
え
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
の
導
入
に
つ
い
て
も

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

令和 8年 1月 29日、社会福祉協議会の白
川悦子会長、役員２人、事務局２人及び保健
福祉課長との「まちなか会議」を開催しまし
た。社会福祉協議会からは事業説明を受けた
ほか、生活困窮者相談窓口の設置や成年後見
支援センター開設などの活動が評価され、北
海道社会福祉協議会長表彰を受賞したとの報
告がありました。
現状の課題として、支援が必要な方にサー

ビスが届かないケースがあることが指摘され
ました。質疑ではヤングケアラーや成年後見
人など各テーマで意見交換を行いました。白

川会長からは、町との情報連携を通じた課題
解決に向け、町・議会の支援・理解と多くの
関係者と連携の必要性が述べられました。
委員会では今回の意見交換を共通認識と

し、再度会議を開くことを確認しました。

議会カレンダー議会カレンダー

定例議会傍聴及びカフェでひとことは予約
不要です。お気軽にお越しください。

議会中継議会中継
やってますやってます

定例議会の動画を YouTube で配信
します。
右記のQRコードを読み取るか、鹿
追町議会ホームページの「議会中継」
ページからご覧ください。 議会中継

産業厚生常任委員会産業厚生常任委員会がが２団体２団体ととまちなか会議まちなか会議をを開催開催

術
は
、
膨
大
な
資
料
の
中
か

ら
必
要
な
情
報
を
円
滑
に
探

し
出
す
た
め
の
強
力
な
一
助

に
な
る
。

次
期
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

刷
新
等
に
合
わ
せ
、
こ
う
し

た
最
新
技
術
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
や

町
外
の
方
々
が
本
町
の
歴
史

や
文
化
に
、
よ
り
親
し
み
を

も
っ
て
触
れ
ら
れ
る
よ
う
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

適
正
な
運
行
体
制
の
構
築
を

図
る
。

（
質
問
）

町
民
か
ら
の
申
請
が
学

校
教
育
課
や
保
健
福
祉
課
を

経
由
す
る
現
行
の
方
法
で
は

一
元
管
理
と
言
え
な
い
の
で

は
。建

設
水
道
課
へ
の
申
請
一

本
化
な
ど
、
よ
り
効
率
的
で

分
か
り
や
す
い
仕
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

町
バ
ス
と
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
含
め
た
町
全
体
で

の
公
共
交
通
最
適
化
の
検
討

を
。12

年
前
の
実
証
実
験
は
あ

る
が
、
Ａ
Ｉ
活
用
で
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
先
行
自
治

体
事
例
も
多
数
あ
る
。

「
玄
関
先
ま
で
来
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
は
多
い
。

会議冒頭であいさつする白川悦子会長会議冒頭であいさつする白川悦子会長

社会福祉協議会社会福祉協議会

農業委員会農業委員会

農業委員会の課題について意見交換農業委員会の課題について意見交換
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の考えがどう深まったり変わったりしたのか賛否の理
由を深掘りし、議員が講評を行いました。
生徒の中にはAI を駆使して議員定数の分析を行う

など、タブレットを共有してのディスカッションもあ
り、時代の変化を感じさせる場面もありました。さら
に「投票権を得たら投票するか」「何を基準に投票す
るか」等、自由に意見交換を行いました。
生徒からは、町議会の議員個々の考え方を発信する

議会ホームページの充実等、さまざまな意見も聞くこ
とができました。

令和 8年 1月 26日、鹿追高校で議員による出前授
業を開きました。
議員 10 人が同校を訪問し、１年生（現在２年生）

76人と町政の課題となっている議員定数について意見
を交わしました。
今回の出前授業では、令和 7年 12月の定例会で否

決された議員定数の削減案（定数１減）を議題として
取り上げました。生徒は事前学習として、令和７年 12
月定例会の議事録や議案を取り上げた議会中継等を視
聴し、授業に臨みました。

鹿追高校出前授業

鹿追高校鹿追高校でで出前授業出前授業

鹿高１年生鹿高１年生とと議員議員がが議論議論

議員定数削減議員定数削減
賛成賛成・・反対 あなたはどっち？反対 あなたはどっち？

授業はクラスごとに行われ、生徒は 5グループに分
かれて削減賛成派・反対派の議員と議論。
生徒からは「定数が減ると、１人分の脳が議会から

なくなってしまう」「1人減ったくらいで何も変わらな
い、減らせば財政負担の軽減につながる」等の意見が
出され、議員も各自の考えを交えながら意見を交換し
ました。
２月４日には、生徒らが再考した意見とその理由に

ついてグループごとにプレゼンテーションを実施。議
員との議論も踏まえ、グループで再度話し合い、自身

町議会
町議会

議員さんとの対話や意見交換ができて、政治や町議
会について少し興味を持てた。

難しい話ばかりで眠くなることもあったが、今ま
で知らなかった事を知れて良かった。

授業で話す前に、事前に議題やテーマについて調
べる時間を設けてもらうと議論が深まったかもし
れません。

自分の町のことを深く知れるいい機会になった。

政治に関する知識が少ない状態での議論は難し
かったです。

難しくて、興味があまり持てなかった。

議員さんと高校生が対話できる場が、とても大切
だと思いました。

議会は、私たちが思っているよりも私たちの生活
に関わっていることがわかり、とてもよかったで
す。

町のことについて、もっと知りたいと思いました。

議会に対するイメージが変わりました。

議員の方と話す機会はめったにないので、今回の
授業を通して話すことができて良かった。

普段関わることのできない方々とお話する機会が
得られて良かった。

議員さんとフリートークのようなものをしたい。

意意 見見 交交 換換 アア ンン ケケ ーー トト

自由回答

・新しい知識が得られた

・議員と直接話せて良かった

・テーマが難しかった

・町のことを考えるきっかけになった

・議員の話が難しかった

・議員と話せる場があれば良いと思った

・「公共」の授業が好きになった

（複数回答）

鹿追高校出前授業

授業に対する感想

	 満足（理解）	 やや満足	 どちらともいえない	 	　やや不満  不満足
授業に対する満足（理解）度 33％ 29％ 34％ 3％

1％
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編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
最年少をいいことに、ずっと新人議員のふりをしていましたが、気づけば

議員生活も 12 年目になりました。
議員として多くの経験をさせていただき、日々の活動を支えてくださる皆

さんに心より感謝申し上げます。
小さな気付きも大きな変化の第一歩目。これからも現場の声を大切に活動

してまいります。
議会広報部会  副部会長　 山 口 優 子

議会広報広聴常任委員会
広報部会

部 会 長 　佐々木康人
副部会長　  山口　優子
部 会 員 　青砥　敏一	
　　　　　  金子　孝伸
　　　　　  黒井　敦志

 

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
金
子
孝
伸
）

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
議
会
事
務
局
）

鹿追高校 1年A組

山
やま

 本
もと

　蕾
つぼ

 実
み

 さん

１
月
26
日
・
２
月
４
日
の

２
日
間
、鹿
追
高
校
１
年
生（
現

在
２
年
生
）
と
町
議
会
議
員

（
10
人
）
が
「
議
員
定
数
削
減
」

を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を

行
う
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。生

徒
は
事
前
に
議
事
録
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
で

実
際
の
議
会
討
論
を
予
習
し
、

各
自
の
考
え
を
ま
と
め
て
発

表
。
議
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
発
言
し
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
職
議
員
が
講
師

現
職
議
員
が
講
師

第
３
回
議
員
塾
を
開
催

第
３
回
議
員
塾
を
開
催

開塾式であいさつする
上
うえ

 嶋
しま

 和
かず

 志
し

 議長 

高
校
生
と
議
員
が
議
論

高
校
生
と
議
員
が
議
論

鹿
追
町
議
会
「
出
前
授
業
」
を
開
催

鹿
追
町
議
会
「
出
前
授
業
」
を
開
催

最
終
日
に
は
、
議
論
を
経

て
変
化
し
た
考
え
や
「
よ
り
よ

い
議
会
」
へ
の
ア
イ
デ
ア
が
発

表
さ
れ
、
高
校
生
な
ら
で
は
の

斬
新
な
視
点
や
自
由
な
発
想
に

議
員
が
驚
く
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。普

段
の
議
会
で
は
生
ま
れ

に
く
い
率
直
な
意
見
が
、
参
加

し
た
議
員
に
と
っ
て
も
新
た
な

気
づ
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
難
し
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、

議
員
さ
ん
と
話
し
て
議
会
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
み
よ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
」（
山
本

蕾
実
さ
ん
）、「
議
員
さ
ん
と
話

せ
る
の
は
滅
多
に
な
い
こ
と
。

議
会
を
も
っ
と
知
る
こ
と
が
で

き
る
冊
子
な
ど
が
あ
れ
ば
」（
尾

岸
大
樹
さ
ん
）
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

２
年
後
に
選
挙
権
を
持
つ

生
徒
た
ち
が
、
地
域
の
政
治
を

自
分
事
と
し
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
２
日
間
で
し
た
。

鹿追高校 1年B組

尾
お

 岸
ぎし

　大
だい

 樹
き

 さん

鹿
追
町
議
会
で
は
、
２
期
連

続
無
投
票
当
選
を
受
け
、
な
り

手
不
足
解
消
に
向
け
て
「
議
員

塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
員
を
目
指
す
方
や
議
会
に

関
心
の
あ
る
方
に
議
会
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

２
月
27
日
か
ら
３
月
23
日
の
日

程
で
実
施
し
、
40
代
か
ら
70
代

の
女
性
３
人
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

座
学
で
は
議
員
が
講
師
を
務

め
、
議
会
の
概
要
・
立
候
補
の

方
法
・
議
員
の
や
り
が
い
や
役

割
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

塾
生
は
本
会
議
・
予
算
審
査
特

別
委
員
会
の
傍
聴
も
行
い
ま
し

た
。

参
加
者
か
ら
は
「
議
員
さ

ん
は
遠
い
存
在
と
感
じ
て
い

た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
も
っ
と
聞
き
た
い
と
話
し

て
い
た
だ
き
、
町
民
と
し
て
こ

れ
か
ら
気
づ
い
た
こ
と
を
お
伝

え
し
た
い
。
多
く
の
方
に
議
員

塾
へ
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」「
会
議
の
傍
聴
を
通
じ
、

行
政
の
動
き
や
意
思
決
定
の
過

程
を
実
際
に
感
じ
る
と
と
も

に
、
行
政
と
議
員
の
関
係
や
役

割
、
地
域
課
題
へ
の
向
き
合
い

方
を
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

閉塾式で上嶋議長から塾生に
修了証を授与


